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○ 研究の目的
植物由来の物質も化石燃料から供給 → ゼニゴケで有用物質を合成

○ 研究内容と成果
１、有用物質の前駆物質を基質とする酵素遺伝子を同定
２、同定した酵素遺伝子を破壊し、有用物質の前駆物質が高蓄積する

「物質生産に特化したゼニゴケ」を作出

○ 期待される効果・貢献
高蓄積した前駆物質から有用物質を作る酵素遺伝子を
「物質生産に特化したゼニゴケ」に導入

→二酸化炭素から有用物質への変換システムの提案

なぜ、ゼニゴケ？
① 旺盛な増殖性 ② 物質を高蓄積 ③二酸化炭素を吸収
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